
輝きをおびる糸輝きをおびる糸

主な内容
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2-3

・・・ 4-7
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8-9

・・・・・・・・・・・・・・・・ 10-11
・・・ 12-13
・・・ 14-15

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16-19
・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20

輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸輝きをおびる糸

主な内容
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2-3

　蓬平集落の「繭の家」で行われた「2008 夏 越後妻
有 大地の祭り」ワークショップ「繭から生糸を引こう」（作
家：古巻和芳）。この、今夏にできた繭の糸を小さな木
製糸巻きに巻きつけてストラップを作る体験講座に、定
員を上回る参加者が詰めかけました。若井ヨチさん（蓬
平・75歳、写真左）が30年ほど前まで実際に使ってい
た座繰機での繭の糸引きに参加者は興味津々。

ざ  ぐり きざ  ぐり き

愛称「だんだん」は、方言のあいさつ「だんだんどうも」、「河岸段丘・棚田」、「ステップアップ」などを表しています。

●祭りだ！祭りだ！
●長寿医療制度／十日町駅西地区宅地売却 ほか
●市長への便り
●地域の風～支所からのたより～
●ときめきネットワーク／トキめきのキセキ ほか
●まちの話題 TOPICS／サタデー市長室 ほか
●お知らせ・ガイドほか
●ジュニア芸術祭 －東下組小学校－
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■８月26日㈫・27日㈬

　松代地区では、上町・中町・新町の三社中に分か

れて、子どもみこしや山車が、松代商店街を元気に

練り歩きます。流しそうめんなどの楽しい催しも行

われ、子どもたちは大喜びでした。

松代しちんち祭り

■８月30日㈯

　２年に１回、荒屋集落の青年会を中心に行われる

芸能祭では総勢15組が熱演。「W
ウ ォ ン ト

ON'T B
ビ ー

E L
ロ ン グ

ONG」

の替え歌に合わせ、息の合った青年会のダンスに、

会場からは大きな歓声とおひねりがあがりました。

荒屋秋祭り 大芸能祭

■８月23日㈯

　江戸時代から行われている伝統行事で、目の神様、

家内安全を祈願する祭りとして行われています。地

元深山会を中心とする神楽の奉納や特設ステージで

の演芸会で境内はにぎわいを呼びます。

天水越不動様まつり

■８月26日㈫

　今年で44回目を数える仮装大会には、団体や個

人など総勢約80人が参加。趣向を凝らした仮装と

演技が観覧する人の笑いを誘う、この季節の名物行

事です。

第44回上野大仮装大会

上野しちんちまつり

十日町おおまつり
■８月25日㈪～27日㈬

　秋の到来を告げる十日町おおまつり

が、３日間にわたり盛大に行われました。

約1,500人が参加した大民謡流しや「荒

みこし」との異名をとる八角みこしなど

さまざまな催しが見る人や参加する人を

熱気に包みました。

大民謡流し・八角みこし渡御

　「2008夏　越後妻有　大地の祭り」が８月31日㈰、31日間の

会期を終了しました。各地域でさまざまなイベントやワークシ

ョップを開催するとともに、「大地の芸術祭2009」のプレイベ

ントとして、市民と作家やこへび隊などの交流も図られ、来年

に向けて一層の弾みがつけられました。いよいよ「大地の芸術

祭2009」に向けて発進です。

会期後半の催し紹介

　猛暑を蹴散らすように、各地で盛大に

行われる夏・秋祭り。子どもも大人もみ

んないっしょになって、にぎやかにまち

を盛り上げます。五穀豊穣、無病息災、

悪疫退散など古来からの由来はもちろ

ん、今では地域を活気付ける一大イベン

トです。この季節恒例、各地域の特色を

生かした、伝統ある祭りを集めました。

　昨年から始まったコンサートと

マーケットのフェスティバル。地

元出身のミュージシャンなど13

組によるライブや約30の露店で

「音」と「市」を楽しみました。

地元の祭りと大地の祭りが合体
８月26日㈫：二ツ屋

　地元の秋祭りにアーティストが参

加。古くから伝わるお祭りに、舞踏家

グループが参加し祭りを盛り上げまし

た。二ツ屋・諏訪神社の境内も大勢の

人でにぎわいました。

　
8
月
30
日
㈯
、
上
山
集
落
の
「
諏
訪
神

社
秋
ま
つ
り
」
で
、
こ
へ
び
隊
の
「
か
ら

す
踊
り
」
が
会
場
を
わ
か
せ
ま
し
た
。
か

ら
す
踊
り
は
奥
信
越
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

盆
踊
り
、
祭
り
踊
り
で
す
。

　
し
か
し
、
近
年
は
踊
り
手
や
歌
い
手
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
再
び
か
ら
す

踊
り
に
脚
光

を
当
て
た
い

と
い
う
集
落

の
思
い
に
、

こ
へ
び
隊
10

人
が
賛
同
。

音
頭
と
り
の

涌
井
誠
一
さ

ん
（
53
歳
）

の
歌
に
合
わ

せ
、
い
っ
し

ょ
に
輪
に
な
っ
て
楽
し
そ
う
に
踊
り
、
歌

っ
て
い
ま
し
た
。

　
大
学
院
で
ダ
ン
ス
の
勉
強
を
し
て
い
ま

す
。
か
ら
す
踊
り
と
聞
い
た
と
き
、
黒
い

格
好
で
踊
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

集
落
の
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
楽

し
め
て
よ
か
っ
た
で
す
。
今
回
初
め
て
踊

り
ま
し
た
が
、「
夏
と
い
え
ば
か
ら
す
踊

り
」
と
い
え
る
く
ら
い
、
地
域
の
伝
統
と

し
て
守
ら
れ
て
い
く
と
い
い
で
す
ね
。
雪

上
運
動
会
に
も
誘
っ
て
い
た
だ
い
た
の

で
、
こ
ち
ら
に
も
参
加
し
た
い
な
。

こ
へ
び
も
か
ら
す
踊
り
︵
上
山
・
諏
訪
神
社
秋
ま
つ
り
︶

こへび隊　　
高橋由美さん

（調布市・25歳）

　第２回大地の芸術祭で集落の空家を改修し

制作された儀明劇場。31日㈰に行われた儀

明遥想では、文楽人形遣いの吉田勘緑さんと

音楽家たちによる古典芸能の敷居を越えたパ

フォーマンスが、鑑賞者に感動を与えました。

音・楽・市 ８月30日㈯：まつだい農舞台

儀
はるかなるおもい

明遥想 ８月31日㈰：儀明劇場－倉－

SATOYAMA MUSIC FESTIVAL'08
ヒップホップダンスを踊るネージュスポーツクラブの子どもたち

2市報とおかまち『だんだん』平成20年9月10日号市報とおかまち『だんだん』平成20年9月10日号3

祭
り
だ
！

祭
り
だ
！

祭
り
だ
！

祭
り
だ
！

祭
り
だ
！

祭
り
だ
！

来年開催「大地の芸術祭2009」に弾み！

2008夏越後妻有 大地の祭り閉幕2008 越後妻有 大地の 閉幕



事業所見学会のお知らせ事業所見学会のお知らせ

ほくほく線十日町駅

本町西線

高田町稲
荷町線

稲
荷
町
線

西
中
央
通
り
線

1

3

2

4

7

65

２２

２１

十日町駅西土地区画整理事業地区内の宅地を売却します

◆売却方法　公募

　　　　　　※１宅地の申込みが複数の場合は抽選

◆申込み方法　日時：９月11日㈭〜10月10日㈮

　　　　　　午前８時30分～午後５時30分　

　　　　　　※土・日曜日、祝日を除く

　　　　　　場所：建設課区画整理室

◆抽　　選　日時：10月26日㈰　午前10時〜

　　　　　　会場：本庁舎３階　全員協議会室

◆問 合 せ　建設課区画整理室　☎757-3150

土地区画整理法第96条第２項の規定により定めた、駅西土地区画整理事業の保留地を売却します。

駅西　宅地の位置、地積及び売却価格

番号 地目 地積（㎡）売却価格（円） 備考

１ 宅地 479.47 34,891,031
２ 宅地 134.58 10,485,666
３ 宅地 430.79 31,448,100
４ 宅地 210.71 13,957,008
５ 宅地 311.22 19,571,380 造成中

６ 宅地 196.48 12,878,281 造成中

７ 宅地 284.46 18,842,061 造成中

21 宅地 157.00 10,698,922
22 宅地 157.00 10,353,993

各
宅
地
の
詳
細
や
申
込
み
方
法
な
ど

に
つ
い
て
は
、
問
合
せ
て
い
た
だ
く

か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　市内で頑張っている事業所の仕事や、そこで働く人々の様子を紹介するための見学会を実施しています。市

内で就職を考えている人や進学などで十日町市を離れた人、一度は市外で就職したがＵターンを考えている人

などの参加をお待ちしています。

●期　　　日　９月20日㈯、10月18日㈯、11月22日㈯

●対象・定員　市内の中学生・高校生及びその家族、十日町市へのＵ・Ｉターンを希望する人及びその家族　

　　　　　　　各回先着20人　※家族だけの参加も可

●参　加　費　無料

●行　　　程　午後０時30分　市役所本庁集合、午後４時　市役所本庁解散（市のマイクロバスを使用します）

●申込み・問合せ　産業振興課雇用開発室（☎757-3139）　eメール：th-koyo@city.tokamachi.niigata.jp

期　日 見　　　学　　　先

９月20日㈯

㈱きものブレイン（きものアフターケア・ガード加工・縫製ほか）

㈱山崎食品（水産物「マグロ」加工）

㈱山津電機（光学部品向け射出成形・非球面ガラスレンズ加工）

10月18日㈯

㈱オスポック（コンピュータソフトウェアの設計・開発）

新潟アライ㈱（工業用ゴム製品の製造）

㈱ミートコンパニオン（食肉加工・卸売）

11月22日㈯

㈱新潟ソフトストラクチャ（各種システム・アプリケーション開発）

特別養護老人ホーム三好園（デイサービス・居宅支援ほか）

㈲山田製作所（金属部品加工）

　
1
か
月
（
同
じ
月
内
）
に
支
払
っ
た
医

療
費
の
自
己
負
担
額
が
左
表
の
限
度
額
を

超
え
た
場
合
は
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る

と
限
度
額
を
超
え
た
額
が
高
額
療
養
費
と

し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
新
た
に
申
請
が
必
要
な
人
へ
は
、後
日
、

広
域
連
合
か
ら
案
内
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
１
　
区
分
Ⅱ
は
、
世
帯
の
全
員
が
住
民

　
税
非
課
税
で
あ
る
人
。

※
２
　
区
分
Ⅰ
は
、
世
帯
の
全
員
が
住
民

　
税
非
課
税
で
、
各
種
収
入
な
ど
か
ら
必

　
要
経
費
・
控
除
を
差
し
引
い
た
各
所
得

　
が
０
円
と
な
る
世
帯
の
人
。（
た
だ
　

　
し
、
公
的
年
金
に
か
か
る
所
得
に
つ
い

　
て
は
控
除
額
を
80
万
円
と
し
て
計
算
）

還付金詐
さ

欺
ぎ

にご注意ください
　医療費や保険料の還付（返金）があると偽り、電話で銀行

などのATM（現金自動預払機）を操作させ、現金をだましと

る還付金詐欺事件が発生しています。医療費や保険料の還付

にあたり、ATMの操作を依頼することは一切ありませんので

注意してください。不審な電話があったら、まず相談してく

ださい。

〈還付手続きを装った振り込め詐欺の手口〉
①電話で税務署や社会保険事務所などをかたり、「税金や医療 

　費の還付があるので、銀行などのATMに着いたら電話する

　ように」と指示する。

②電話でATMの操作を指示し、犯人の口座に入金させる。

問合せ：介護国保課国保係　☎ 757-3735

長寿医療制度
（後期高齢者医療制度）

〜お知らせ〜 ③
医療費が高額になったとき
（高額療養費の支給）

所得区分
自 己 負 担 限 度 額（月額）

外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

３割負担の人
（現役並み所得者）

44,400円
80,100円＋(医療費－　
267,000円)×１％
※４回目以降は44,400円

１
割
負
担
の
人

一　般 12,000円 44,400円

非
課
税
世
帯

住
民
税

区分Ⅱ
※１

8,000円 24,600円

区分Ⅰ
※２

8,000円 15,000円

中
越
大
震
災
復
興
基
金
事
業
新
規
制
定
の
お
知
ら
せ

農
林
水
産
業
対
策
事
業
「
中
山
間
地
域
農

業
創
造
的
復
興
支
援
」

●
事
業
目
的

　
中
越
大
震
災
で
被
災
し
た
中
山
間
地
域

の
農
業
の
復
興
を
支
援
す
る
た
め
、
先
進

的
技
術
の
導
入
な
ど
の
新
た
な
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者	

　
市
内
の
、
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た

す
農
業
者
な
ど
で
組
織
す
る
団
体
（
農
業

協
同
組
合
な
ど
を
除
く
）。

①
３
戸
以
上
の
農
業
者
が
構
成
員
と
な
っ

て
い
る
こ
と

②
代
表
者
の
定
め
が
あ
る
こ
と

③
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
規
約
が
定
め

ら
れ
て
い
る
こ
と

●
補
助
対
象
事
業

　
中
山
間
地
域
で
の
高
収
益
型
経
営
体
の

育
成
と
、
経
営
体
を
核
と
し
た
中
山
間
地

域
農
業
の
創
造
的
復
興
を
図
る
た
め
に
、

モ
デ
ル
的
に
実
施
す
る
次
の
事
業
。

１

：

先
導
的
技
術
導
入
に
よ
る
産
地
育

成
・
発
展
強
化
支
援

①
周
年
栽
培
を
可
能
と
す
る
耐
雪
型
栽
培

施
設
の
整
備
②
温
泉
熱
利
用
な
ど
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
型
栽
培
施
設
の
整
備
　
な
ど

２

：

流
通
販
売
強
化
支
援

①
市
場
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ

セ
ン
タ
ー
、
冷
蔵
施
設
の
整
備
②
新
た
な

需
要
の
創
出
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る

直
売
・
交
流
施
設
の
整
備
　
な
ど

３

：

地
域
資
源
の
活
用
拡
大
に
向
け
た
革

新
的
技
術
実
証
活
動
支
援

・
雪
冷
熱
・
バ
イ
オ
マ
ス
熱
源
利
用
な
ど

革
新
的
技
術
実
証
施
設
の
整
備
　
な
ど

●
補
助
率

　
補
助
対
象
事
業
の
１
は
３
分
の
２
以

内
、
２
・
３
は
４
分
の
３
以
内
（
各
メ
ニ

ュ
ー
ご
と
に
千
円
未
満
切
り
捨
て
）。

●
事
業
期
間

　
平
成
20
〜
24
年
度
（
〜
25
年
２
月
末
）

※
１
地
区
あ
た
り
最
長
５
年
間
の
継
続
実

　
施
が
可
能
。

●
実
施
要
件

①
市
の
「
中
山
間
地
域
農
業
創
造
的
復
興

プ
ラ
ン
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
事
業
を
対

象
と
す
る

②
対
象
事
業
１
の
栽
培
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
複
数
の
施
設
か
ら
な
る
団
地

に
よ
り
整
備
す
る
こ
と

③
対
象
事
業
２
の
流
通
関
連
施
設
の
整

備
、
３
の
実
証
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
１
の
栽
培
施
設
の
整
備
を
実
施
す

る
市
町
村
で
の
取
り
組
み
を
対
象
と
す

る
④
事
業
に
関
す
る
契
約
は
、
原
則
と
し
て

施
設
は
競
争
入
札
に
よ
り
、
機
械
な
ど

は
複
数
業
者
の
見
積
も
り
合
わ
せ
に
よ

る
⑤
国
・
県
補
助
事
業
は
対
象
外

●
問
合
せ

農
林
課
農
業
振
興
係
（
☎
７
５
７

−

９
９

２
２
）
ま
た
は
各
支
所
農
林
建
設
課
農
業

振
興
係
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第４回 市民スポーツ大会第４回 市民スポーツ大会
　10月13日（体育の日）を中心に市民スポーツ大会が開催されます。秋の一日、さわやかな汗を流しましょう！

期　　日 大　会　名 会　　　場 問　合　せ
９月28日㈰ 第45回記念市民登山 群馬県榛名山掃部ケ岳 樋 口 良 三　757-4478

10月５日㈰ 第24回ジュニアバドミントン大会 市総合体育館 飯 塚 聖 一　758-2662

10月７日㈫ フットサル大会 当間高原リゾートベルナティオフットサルコート 高 橋 重 成　752-3555

10月11日㈯ 第14回まつのやま湯鳥駅伝大会、健康マラソン 松之山クロスカントリーコース 松之山公民館　596-2265

10月11日㈯〜13日㈷ 少年野球大会・400歳野球大会 笹山・総合公園・信濃川運動公園野球場 小 林 　 聡　757-3115

10月12日㈰

テニス（シングルス）大会 総合公園テニスコート 関 口 信 夫　757-5086

第42回パパママバレーボール大会 川西総合体育館 高 橋 伸 夫　757-1465

第44回市民体操競技大会 十日町高校東体育館 滝 沢 　 広 090-2663-8371

ソフトテニス大会 信濃川運動公園テニスコート 櫻 澤 晋 介　758-3278

ソフトボール大会 信濃川運動公園野球場Ａ・Ｃ 高 沢 政 弘 090-4833-1512

10月13日
（体育の日）

2008十日町ＲＵＮ・ランリレーカーニバル 陸上競技場 宮 沢 邦 元　757-3198

宮沢杯・小山杯争奪バスケットボール大会 十日町高校 藤 巻 　 裕　768-4961

市民スポーツの日卓球大会 市総合体育館 高 橋 博 夫　752-6274

第37回郡市柔道大会 武道館柔道場 庭 野 富 吉　757-2981

市民剣道大会 武道館剣道場 柳 　 幸 一　758-3624

空手道競技会兼第４回西野杯争奪空手道大会 十日町総合高校体育館 西 野 弘 幸　757-8339

第４回十日町市長杯争奪ゲートボール大会 水沢運動公園ゲートボール場 小 海 勝 衛　757-6075

第23回中里健康ウォーク兼第12回ミオンウォーク 中里地域・津南町内12.5kmコース 中里公民館　763-2493

10月18日㈯ 相撲競技大会 武道館相撲場 春 日 　 昇　752-5816

10月23日㈭〜24日㈮ 第13回川西ソフトバレーボール大会 川西総合体育館 川西公民館　768-2308

10月26日㈰ 市民バドミントン大会 市総合体育館 飯 塚 聖 一　758-2662

日　　時　９月28日㈰午前10時〜（９時30分集合）

集合場所　妻有大橋右岸たもと

参 加 費　小学生以上：200円（当日徴収）

　　　　　観察ガイド代：１冊400円（希望者のみ）

楽習コース　①昆虫観察コース　　　　②植物観察コース

　　　　　　③水生生物観察コース　　④野鳥観察コース

講　　師　水辺の楽校活用協議会（博物館友の会植物研究グループ、

　　　　　日本自然保護協会自然観察指導員、十日町野鳥の会、市

　　　　　立理科教育センターほか）

申込み・問合せ

　　　　　水辺の楽校活用協議会事務局（克雪維持課克雪利水係内）

　　　　　☎757-3198（内線273）

　今年で７回目を迎える水辺の楽校。小・中学生

を対象に、信濃川の水生生物や植物・昆虫・野鳥

の観察会を行います。お昼にはとん汁のサービス

あり！多くの皆さんの参加をお待ちしています。

申込み締切
９月19日㈮

参 加 者
募 集！！

水辺に
ついて楽しく学ぼう

◎ツアー紹介
● 秋の味覚・見どころ満載！癒しの里「十日町満喫」ツアー
● 観て・食べて・体験して「日本三大峡谷・清津峡と新米ぬか釜炊き郷土料理」おもてなしツアー
● 十日町の伝統の技「きもの・そば打ち」体験ツアー
● 大地の芸術を道しるべに秋の里山をめぐる旅
● 秋の恵みに感謝して収穫を祝う喜びの旅

来年は

2009新潟県

大観光交流年です

　2009年は、新潟デスティネーションキャンペーン（新潟ＤＣ）をはじめ、第４回大地の芸術祭、NHK大河

ドラマ「天地人」の放映、トキめき新潟国体、全国棚田サミットの開催など全国から注目を集める催しが目白

押しです。これを契機に、本県が震災から力強く復興した姿や新たな魅力を発信し、交流人口の増加に結び付

くよう、市、観光協会、関係機関が一体となって取り組んでいきます。今回の新潟ＤＣのメーンテーマは「『食』

の魅力」で、新潟の食のおいしさを中心にＰＲします。また、今年もプレキャンペーンとして旅行事業者と連

携しながら、十日町市の食や観光資源を絡めた周遊ツアーを10月から11月に販売します。

　地元の皆さんからも、おもてなしの心で観光客の皆さんを温かく迎えていただき、リピーターの増加を目指

して地域の活性化に結び付くようご協力をお願いします。

問合せ：十日町市観光協会　☎757-3345　詳細は問い合わせていただくか、観光協会ホームペー
ジをご覧ください。　http://www.tokamachishikankou.jp/

●
会
 
期
＝
10
月
18
日
㈯
〜
21
日
㈫

●
会
 
場
＝
市
民
体
育
館

●
出
品
作
品
＝
各
部
門
と
も
１
人
２
点

以
内
。
未
発
表
作
品
に
限
る
。
額
装

す
る
場
合
は
ガ
ラ
ス
不
可

●
出
品
料
＝

　
▼
一
　
般

︰

１
点
１
、０
０
０
円

　
▼
高
校
生
以
下

︰

１
点
５
０
０
円

●
作
品
搬
入
出
＝

　
▼
搬
入

︰

10
月
14
日
㈫
午
前
11
時
〜

午
後
８
時
に
会
場
に
持
参
。
▼
搬
出

︰

10
月
21
日
㈫
午
後
４
時
30
分
〜
６

時
30
分

●
審
査
会
＝
10
月
15
日
㈬

●
授
 
賞
＝
市
展
賞
（
賞
金
３
万
円
）

奨
励
賞
（
同
１
万
５
千
円
）
ほ
か

●
審
査
員
＝
梁
取
幹
雄
氏
（
日
本
画
・

洋
画
・
版
画
）、
小
磯
稔
氏
（
現
代

美
術
・
彫
刻
・
工
芸
）、
高
波
三
太

夫
氏
（
書
道
）
天
野
尚
氏
（
写
真
）

●
募
集
要
項
＝
各
公
民
館
、
情
報
館
に

配
置

●
問
合
せ
＝
中
央
公
民
館

（
☎
７
５
７
―
５
０
１
１
）

第
41
回 

十
日
町
市
美
術
展
作
品
募
集

部　　門 作品規格（大きさ）

第１部 日本画 額ぶち付きのこと（100号程度まで）

第２部 洋　画
油絵・水彩・パステルなど、額ぶち付き
のこと（８号〜100号）

第３部 版　画
額装（ドライマウントは不可）。モノタ
イプ版は除く（長辺116㎝以内）

第４部 現代美術 （常識の大きさを超えないこと）

第５部 彫　刻 （常識の大きさを超えないこと）

第６部 工　芸
染・織・焼物・つる・漆・革・竹・わら・
紙工芸など（縦・横・高さとも200㎝以内）

第７部 書　道

額装または枠張り表装（縦額は幅76㎝
以内、縦182㎝以内。横額は幅152㎝以
内、縦76㎝以内）※釈文票は楷書では
っきり記入すること。ペン書き・ワープ
ロなど可

第８部 写　真
木製パネル張り。額ぶち不可（単写真は
全紙以上、全倍まで。組写真及び全倍パ
ネルの大きさは長辺103㎝以内）
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新潟デスティネーションキャンペーン

平成20年10月～12月　プレキャンペーン開催
平成21年10月～12月　本キャンペーン開催

※デスティネーション（目的地）とキャンペーン（宣伝活動）という意味の合成語。
　21年10～12月に県内の市町村と観光事業者、JRグループが協力して実施する観光宣伝事業。



の　り　し　
ろ

の　り　し　
ろ

の

　り

　し

　ろ

市

長

へ

の

便

り

ご
意
見
・
ご
提
案
を
具
体
的
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

キ　リ　ト　
リ　線

キ　リ　ト　
リ　線

キ　リ　ト　
リ　線

キ　リ　ト　
リ　線

住 

所
氏 

名

年 

齢

電 

話

〒

ま
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
と
い
う
世
帯
へ
の

助
成
で
１
枚
の
受
給
者
証
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
不
便
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
 
近
く
に
子
ど
も
を
連
れ
て
行
け
る
公

園
が
な
い
の
で
�
公
園
の
整
備
を
考
え
て

ほ
し
い
�

Ａ
　
現
在
、
市
内
に
は
、
十
日
町
総
合
公

園
を
は
じ
め
と
す
る
62
か
所
の
都
市
公
園

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
主
に
住
宅
街

や
近
隣
に
居
住
す
る
皆
さ
ん
の
利
用
を
目

的
と
し
た
街
区
公
園
・
近
隣
公
園
は
旧
十

日
町
市
内
だ
け
で
19
か
所
あ
り
、
県
平
均

と
同
程
度
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
公
園
の
な
い
地
区
も
あ
り
ま

す
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
新
規
の

公
園
整
備
に
つ
い
て
は
大
変
難
し
い
こ
と

を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
し
か
し
、
町
内
に
よ
っ
て
は
、
空
き
地

Ｑ
 
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
く
る
る
」

の
健
康
・
栄
養
相
談
の
充
実
を
図
�
て
ほ

し
い
�

Ａ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
く
る
る
」

で
は
、
月
１
回
の
「
健
康
・
栄
養
相
談
」

の
ほ
か
に
、
毎
週
火
曜
日
の
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
に
市
の
家
庭
相
談
員
（
子
育

て
や
子
ど
も
の
発
達
な
ど
に
関
す
る
相
談

に
従
事
し
て
い
る
人
）
が
「
育
児
相
談
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
区
担
当
保

健
師
が
、
各
地
域
で
相
談
日
を
設
け
て
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
に
関
す
る
相
談
窓
口
は
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
「
く
る
る
」
だ
け
で
は
な

く
、
い
ろ
い
ろ
な
会
場
で
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
都
合
に
合
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
相
談
日
な
ど
の
お
知
ら
せ
は
、
市
報

「
だ
ん
だ
ん
」
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
行
っ
て

い
ま
す
が
、
い
つ
で
も
福
祉
課
子
育
て
支

援
係
に
問
い
合
わ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

直
近
の
日
時
・
会
場
な
ど
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

Ｑ
 
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
の
受

給
者
証
の
発
行
を
保
険
証
と
同
じ
く
１
人

１
枚
に
し
て
ほ
し
い
�

Ａ
　
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
の
受

給
者
証
は
、
家
族
が
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
者
（
国
保
・
社
保
な
ど
）
ご
と
に
世

帯
に
１
枚
交
付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
助
成

制
度
は
新
潟
県
の
制
度
・
要
綱
に
基
づ
い

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
受
給
者
証
は
そ
の

様
式
に
よ
り
交
付
し
て
い
る
も
の
で
す
。

な
ど
を
地
権
者
の
了
解
を
い
た
だ
き
、
多

目
的
に
利
用
で
き
る
ミ
ニ
広
場
を
設
け
た

所
も
あ
り
ま
す
。
市
も
支
援
で
き
る
と
こ

ろ
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
関
係
町

内
会
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ
 
企
業
誘
致
に
よ
る
若
者
の
流
出
防
止

に
つ
い
て
�

Ａ
　
市
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
企
業
支

援
と
雇
用
拡
大
の
た
め
の
専
門
部
署
と
し

て
本
町
分
庁
舎
内
に
雇
用
開
発
室
を
設
置

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
地
域

で
頑
張
っ
て
い
る
企
業
の
求
人
を
含
め
た

情
報
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
提
供
す
る
こ
と

で
若
者
の
地
元
定
着
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
、｢

事
業
所
情
報
紙｣

を
隔
月
で
発
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
た
地
域
外
へ
の

企
業
情
報
の
発
信
に
つ
い
て
も
取
り
組

み
、
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
獲
得
の

機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、
地
域
の
若
者
の

働
く
場
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
当
市
の
企
業
立
地
支
援
の

目
玉
で
あ
る
企
業
設
置
奨
励
事
業
に
つ
い

て
も
、
市
報
な
ど
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と

お
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
拡
充
を
こ
の
４

月
に
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ
 
市
に
�
転
作
作
物
紹
介
な
ど
の
相
談

窓
口
を
設
置
し
て
ほ
し
い
�
魚
沼
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
に
続
く
�
市
の
農
業
を
担
う
奨
励

作
物
づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
�

Ａ
　
市
で
は
、
平
成
18
年
４
月
、
農
業
者

の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
、J
A
十
日
町
、

県
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
、
農
業
委
員

会
、
そ
し
て
市
が
連
携
し
「
十
日
町
市
農

業
元
気
セ
ン
タ
ー
」
を
農
林
課
内
に
設
置

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
米
以
外
の
農
作
物
づ
く
り
に
つ

い
て
も
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
一
つ
は
奨

励
作
物
づ
く
り
の
推
進
で
す
。
J
A
十
日

町
で
は
現
在
、ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、ナ
ス
（
梵

天
丸
）、ト
マ
ト
（
中
玉
ト
マ
ト
、桃
太
郎
、

サ
ン
チ
�
リ
ー
２
５
０
）、カ
ボ
チ
ャ
（
く

り
ゆ
た
か
、
坊
ち
ゃ
ん
）
な
ど
を
奨
励
作

物
と
し
て
推
奨
し
、
県
農
業
普
及
指
導
セ

ン
タ
ー
と
協
力
し
技
術
指
導
を
行
っ
て
き

て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
今
年
の
４
月

に
、
農
林
課
内
に
立
ち
上
げ
た
「
６
次
産

業
振
興
室
（
以
下
﹃
室
﹄）」
に
よ
る
「
農

と
食
」
を
核
と
し
た
十
日
町
の
産
業
振
興

戦
略
の
実
現
化
で
す
。
こ
れ
は
、
農
業
も

一
つ
の
産
業
と
し
て
と
ら
え
、
市
の
ブ
ラ

ン
ド
を
生
産
か
ら
製
造
、
加
工
、
流
通
そ

し
て
販
売
ま
で
、
農
工
商
の
連
携
で
取
り

組
も
う
と
い
う
も
の
で
す
。
室
で
は
今
年

度
、「
米
」、「
そ
ば
」
そ
し
て
「
酒
」
を

ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
の
突
破
口
と
し
た
戦
略

を
立
て
、
十
日
町
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
づ
く

り
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
さ
ら
な

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
　
松
代
病
院
が
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に

し
て
も
ら
い
た
い
�

Ａ
　
市
で
は
昨
年
７
月
に
、
松
代
・
松
之

山
の
地
域
組
織
の
皆
さ
ん
と
協
調
し
て
、

松
代
病
院
に
つ
い
て
次
の
趣
旨
で
県
に
要

望
し
ま
し
た
。
①
十
日
町
病
院
と
同
じ
公

設
民
営
の
形
態
に
よ
り
病
院
機
能
を
維
持

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
②
松
代
病
院
と
十

日
町
病
院
は
今
後
も
密
接
な
連
携
が
不
可

欠
で
あ
り
、
松
代
病
院
を
十
日
町
病
院
の

分
院
と
し
て
位
置
付
け
、
地
域
医
療
の
拠

点
と
し
て
地
域
に
よ
り
よ
い
医
療
環
境
を

構
築
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
こ
の
要
望
な
ど
も
あ
り
、
今
、
十
日
町

病
院
と
松
代
病
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
す
る
「
十
日
町
病
院
等
の
医
療
提
供
体

制
に
関
す
る
検
討
会
」
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
検
討
会
の
中
で
、
地
域
に
必

要
な
医
療
な
ど
の
検
討
が
行
わ
れ
、
本
年

10
月
こ
ろ
を
め
ど
に
県
と
市
に
提
言
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
意
見
の
あ
り
ま
し
た
松
代
病
院
の
診

療
科
や
病
床
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討

会
な
ど
も
踏
ま
え
た
中
で
明
ら
か
に
な
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
今
の
段
階
で
具
体
的

な
こ
と
は
説
明
で
き
ま
せ
ん
が
、
松
代
病

院
は
松
代
・
松
之
山
を
含
む
旧
東
頸
城
地

域
唯
一
の
病
院
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
地

域
か
ら
病
院
が
な
く
な
る
こ
と
の
な
い
よ

う
県
と
も
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
 
千
手
中
央
コ
ミ
�
ニ
テ
�
セ
ン
タ
ー

へ
渡
る
横
断
歩
道
に
�
信
号
機
を
設
置
し

て
ほ
し
い
�

Ａ
　
信
号
機
の
設
置
は
、
十
日
町
警
察
署

を
通
じ
て
新
潟
県
公
安
委
員
会
が
行
い
ま

す
。
こ
の
場
所
は
、
市
役
所
川
西
支
所
や

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
商

工
会
・
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
・
郵
便
局
な
ど
、

人
が
多
く
集
ま
る
施
設
が
集
中
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
市
と
し
て
も
、
信
号
機
が

早
く
設
置
で
き
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

Ｑ
 
河
川
運
動
公
園︵
信
濃
川
運
動
公
園
︶

の
ト
イ
レ
新
設
に
つ
い
て
�

Ａ
　
信
濃
川
運
動
公
園
の
ト
イ
レ
は
、
現

在
は
１
か
所
（
小
１
、
大
小
兼
用
２
）
設

置
し
て
あ
り
ま
す
。
河
川
敷
と
い
う
こ
と

か
ら
河
川
法
に
よ
る
制
限
も
あ
り
、
現
在

の
よ
う
な
仮
設
型
の
ト
イ
レ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
信
濃
川
河
川
事
務
所
十
日
町
出
張
所
に

浄
化
槽
付
き
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
問
い
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
、
あ
る
程
度
の
制
限
は
あ

り
ま
す
が
設
置
は
可
能
と
の
こ
と
で
す
。

現
地
の
条
件
や
予
算
の
面
も
あ
り
ま
す
の

で
、
専
門
家
を
交
え
て
現
地
を
確
認
し
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
 
ご
み
指
定
袋
の
「
小
」
よ
り
小
さ
い

サ
イ
ズ
も
作
�
て
ほ
し
い
�

Ａ
　
当
市
の
ご
み
指
定
袋
は
、
平
成
13
年

度
に
ご
み
有
料
化
を
導
入
す
る
際
、
１
世

帯
当
た
り
の
家
族
数
や
１
人
当
た
り
の
年

間
及
び
１
日
の
ご
み
排
出
量
、
先
進
地
の

取
り
組
み
状
況
な
ど
を
調
査
し
、
そ
れ
ら

に
よ
り
50
ℓ
、
30
ℓ
、
15
ℓ
の
３
種
類
と

す
る
こ
と
を
決
定
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
昨
今
の
生
活
形
態
の
変
化
な

ど
に
よ
り
、
都
市
部
を
中
心
と
し
た
他
市

で
は
10
ℓ
あ
る
い
は
５
ℓ
な
ど
の
極
小
サ

イ
ズ
の
指
定
袋
を
導
入
、
あ
る
い
は
導
入

を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
当
市
で
も
単
身
世
帯
や
核
家
族
化
の
動

向
、
ま
た
ご
み
の
分
別
が
徹
底
さ
れ
、
ご

み
の
排
出
量
の
削
減
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
な
ど
を
考
慮
し
、
来
年
度
に
は
実
現

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　市では、市民の声を市政に反映するために「市長への便り」を実施しています。平成19

年度は82件、平成20年度は８月までに64件寄せられています。その中から、いくつか紹介

します。「市長への便り」は、市役所本庁、支所に置いてあります。切手をはらずに投かん

してください。また、ｅメール（kouhou@city.tokamachi.niigata.jp）でも受け付けています。

※氏名・住所などの記載がない便りやメールへは回答しません。

●問合せ：総務課広報広聴係　☎757-3112（内線213）

市長への便りあなたの声を
　聞かせてください
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貸し農園会員が出穂観察会オリンピックだけじゃない！　　
　　　川中健児たちの熱き祭典

第15回「里山学会」開催

やったぁ〜、金メダル！

　
８
月
１
日
㈮
〜
31
日
㈰
の
１
か
月
間
、

﹃
２
０
０
８
夏 

越
後
妻
有 

大
地
の
祭
り
﹄

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
期
間
中
は
川
西
地

域
で
も
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
内
の
ベ
リ
ー

園
で
は
、﹃
世
界
で
ひ
と
つ
だ
け
の
ベ
リ

ー
ジ
ャ
ム
を
つ
く
ろ
う
！
﹄
と
題
し
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
催
す
る
ベ
リ

ー
ス
プ
ー
ン
か
わ
に
し
の
南
雲
要
子
さ
ん

（
美
咲
町
）
は
、「
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
、

ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
作
り
が
体
験
で
き
ま
す
」

と
話
し
、
参
加
し
た
中
学
生
３
人
は
完
成

し
た
ジ
ャ
ム
を
試
食
し
、「
お
い
し
い
！
」

と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　
節
黒
城
址
キ
ャ
ン
プ
場
の
散
策
路
内
で

は
、﹃
越
後
妻
有
レ
イ
ン
ボ
ー
ハ
ッ
ト
２

０
０
８
﹄
を
開
催
。
晴
れ
た
日
に
は
、
外

に
掘
ら
れ
た
７
つ
の
池
が
太
陽
光
を
反
射

し
、
木
や
竹
で
作
ら
れ
た
直
径
10
ｍ
の
シ

�
ル
タ
ー
内
に
虹
の
光
を
映
し
出
し
ま
し

た
。
８
月
31
日
㈰
に
は
﹃
原
始
未
来
レ
イ

ブ
﹄
が
開
催
さ
れ
、
訪
れ
た
人
は
Ｄ
Ｊ
が

奏
で
る
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
、
シ
�
ル
タ
ー

内
で
思
い
思
い
の
ダ
ン
ス
に
興
じ
、
映
し

出
さ
れ
た
虹
の
光
と
と
も
に
幻
想
的
な
空

間
を
醸
し
出
し
て
い

ま
し
た
。
作
家
の
関

口
恒
男
さ
ん
は
、「
晴

天
に
恵
ま
れ
、
最
高

で
し
た
。
地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
多
大
な
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

おいしくな〜れ、私だけのジャム

池が太陽光を反射し、シェルターに虹
の光を映します

　
８
月
15
日
㈮
、東
善
寺
地
内
の
十
王
堂
で
、

十
王
堂
奉
賛
会
（
喜
多
信
一
会
長
）
主
催
の

﹃
奉
納
少
年
少
女
角
力
大
会
﹄
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
奉
納
相
撲
と
あ
わ
せ
て
福
ま
き
も
行

わ
れ
る
こ
の
大
会
は
、
毎
年
恒
例
の
行
事
と

し
て
地
域
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
の
大
勢
の

子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
奉
納
相
撲
で
は
暑

さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
、
元
気
い
っ
ぱ
い

の
取
り
組
み
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

暑
さ
に
負
け
る
な
！
奉
納
相
撲

走れ、大玉！みんな
の気持ちを乗せて

　晴天に恵まれた８月31日㈰、川西中学校（古川正巳校長）

の体育祭が開催されました。

　“輝け　一人一人の大舞台”をスローガンに、全校生徒

229人が『紅蓮（ぐれん）』と『薇凛儛（らんぶ）』の赤青

２ チ ー ム に 分 か

れ、熱戦を繰り広

げました。

夏
は
自
然
の
下
で
ア
ー
ト
を
た
ん
能

　
　
　

〜
２
０
０
８
夏 

越
後
妻
有 

大
地
の
祭
り
開
催

大人も顔負けの大相撲です！

　
そ
の
後
、﹃
墨
田
ホ
テ
ル
か
ら
火
災
が

発
生
、屋
上
に
宿
泊
客
が
取
り
残
さ
れ
た
﹄

と
い
う
想
定
で
救
出
訓
練
が
行
わ
れ
、
消

防
署
職
員
が
要
救
助
者
（
ダ
ミ
ー
）
を
背

負
い
、
５
階
建
て
の
温
泉
旅
館
の
屋
上
か

ら
ロ
ー
プ
を
伝
っ
て
下
り
る
実
技
が
披
露

さ
れ
る
と
、
下
で
見
守
っ
て
い
た
参
加
者

か
ら
拍
手
が
わ
き
起
こ
り
ま
し
た
。
広
場

で
は
、
小
学
生
が
訓
練
用
消
火
器
を
使
っ

た
初
期
消
火
訓
練
を
行
い
、
火
元
に
見
立

て
た
的
へ
ホ
ー
ス
を
向
け
て
一
生
懸
命
放

水
し
て
い
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
骨
折
な

ど
の
応
急
手
当
講
習
が
行
わ
れ
、

旅
館
の
女お

将か
み

や
従
業
員
た
ち
は
、

添
え
木
の
代
わ
り
に
新
聞
紙
や
段

ボ
ー
ル
を
使
う
方
法
の
説
明
を
真

剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
主
催
し
た
松
之
山
温
泉
組
合

長
の
小
野
塚
力
さ
ん
（
41
歳
）
は
、

「
こ
の
よ
う
な
総
合
訓
練
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
万
が
一
災
害
が
起

こ
っ
た
と
き
の
備
え
を
万
全
に
し

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
８
月
26
日
㈫
、
松
之
山
温
泉
街
で
湯
本

合
同
総
合
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
温
泉
組
合
で
は
、
毎
年
こ
の
時

期
に
総
合
訓
練
を
実
施
し
て
い
て
、
今
年

で
５
回
目
。こ
の
日
は
温
泉
旅
館
や
住
民
、

消
防
団
な
ど
約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
10
時
30
分
、﹃
松
之
山
地
域
を
中
心

と
す
る
直
下
型
地
震
が
発
生
し
た
﹄
と
い

う
想
定
で
訓
練
開
始
。
放
送
と
サ
イ
レ
ン

の
合
図
で
、
各
旅
館
で
は
宿
泊
客
を
誘
導

す
る
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
、
温
泉
組
合
長

に
避
難
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　８月９日㈯、越後松之山「森の学校」キョロロで第

15回里山学会が開催されました。

　「土から地球を考える」と題し、土壌生物の多様性と

役割について、自然写真家の皆越ようせい氏、森林総合

研究所コーディネーターの福山研二氏、横浜国立大学大

学院の金子信博教授の３人がそれぞれの分野で講演を行

いました。皆越氏は、落ち葉を土に返す役割を担うミミ

ズやヤスデ、ダンゴムシなどを写真で紹介。福山氏と金

子教授は土壌生物の生態学機能について説明をし、「森

の中には土壌動物のふんがいっぱい。特にミミズは体の

中に砂肝のようなものを持ち、落ち葉と土をいっしょに

食べ、体の中で分解してふんとして排出します。土の中

のpHも、ミミズのいるところといないところでは差が

出てきます」と

土壌動物の役割

の大切さを語っ

ていました。

安
心･
安
全
の
た
め
に

　
　
松
之
山
温
泉
街
で
総
合
訓
練
実
施

　８月30日㈯、湯山集落

で「グリーンリース・ふる

さと貸し農園」の出穂観察

会と草刈り作業が行われ、

貸し農園会員である東京松

之山会会員など45人が参加しました。農協の営農

担当者から生育状況などの説明を受けた後、それぞ

れが草刈りがまを手にし、作業も慣れた様子で10

月11日㈯に予定されている稲刈りに備えてあぜの

草刈りに汗を流しました。その後、東京松之山会会

員一行は、松之山体育館で行われた湯山集落の秋祭

りに参加し、全員でステージに上がって「故郷」を

合唱するなど地域住民との交流を深めていました。
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　「きものの街のキルト展」に
　　　トッキッキ作品が出品されます！

　　　　　　　今年もやります！
　　　　　　　　　ポールウォーキング

十日町おおまつり民謡流しにトッキッキ！

目標は自分の店！
　
理
容
師
に
な
っ
て
２
年
目
で
す
。
こ
の
道
を
選
ん

だ
の
は
、
高
校
２
年
の
終
わ
り
こ
ろ
。
今
後
の
進
路

を
決
め
よ
う
と
し
た
と
き
、
や
っ
ぱ
り
自
分
が
楽
し

め
る
職
業
の
方
が
い
い
か
な
っ
て
。
中
学
の
こ
ろ
か

ら
ワ
ッ
ク
ス
で
髪
型
を
作
っ
た
り
、
友
だ
ち
の
髪
を

切
っ
た
り
し
て
い
て
、
そ
れ
が
結
構
好
き
だ
っ
た
ん

で
す
。
高
校
卒
業
後
は
新
潟
市
内
の
専
門
学
校
に
通

い
ま
し
た
。
今
で
も
休
み
の
日
に
は
よ
く
新
潟
に
行

っ
て
、そ
の
と
き
の
友
だ
ち
と
遊
び
ま
す
。
自
分
も
、

そ
の
ま
ま
新
潟
に
勤
め
よ
う
か
と
考
え
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
今
の
店
の
雰
囲
気
が
好
き
だ
っ
た
の
で

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
実
は
、
こ
こ
は
自
分
の
行
き
付

け
だ
っ
た
ん
で
す
。
仕
事
に
も
や
っ
と
慣
れ
て
き
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
は
だ
ん
だ
ん
と
自
分
の
持
ち
味
を

出
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
施
術
が
終
わ
っ
た

後
に
、
お
客
さ
ん
か
ら
お
礼
を
言
わ
れ
る
と
う
れ
し

い
で
す
ね
。
い
ず
れ
は
、
気
ま
ま
に
ゆ
っ
く
り
や
れ

る
よ
う
な
、
自
分
の
店
を
出
す
こ
と
が
目
標
。
そ
の

た
め
に
も
、今
は
し
っ
か
り
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
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村山　達朗	さん
1987年生

ヘアーメイクヤマダ勤務

先月の上村有希さんからのバトンタッチ。

　
平
成
18
年
の
県
の
自
殺
率
は
全
国

で
７
位
で
し
た
。
十
日
町
市
で
は
、

平
成
９
年
か
ら
18
年
ま
で
の
10
年
間

の
自
殺
率
が
、
県
内
35
市
町
村
中
５

位
と
高
い
状
況
で
す
。

　
警
察
庁
調
べ
に
よ
る
と
健
康
問
題

が
半
数
を
占
め
、次
い
で
経
済
問
題
、

家
庭
問
題
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
健
康
問
題
の
中
で
も
、
う
つ
病
が

原
因
で
あ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
デ

ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
う
つ
病
の
症
状

の
一
つ
と
し
て
、�
自
分
は
こ
こ
か

ら
消
え
て
し
ま
い
た
い
�
と
い
う
思

い
を
抱
く
こ
と
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら

自
殺
を
考
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
う
つ
病
は
も
は
や
珍
し
い
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
15
人
に
１
人
が
、

一
生
の
う
ち
に
一
度
は
う
つ
病
に
か

か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
右
の
チ

�
ッ
ク
項
目
の
う
ち
２
つ
以
上
に
該

当
し
、
症
状
が
２
週
間
以
上
続
き
、

つ
ら
い
気
持
ち
に
な
っ
た
り
毎
日
の

生
活
に
支
障
が
出
て
い
た
り
す
る
と

き
は
要
注
意
。
自
分
で
は
気
付
か
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
互
い

に
気
を
付
け
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

○
体
の
検
査
で
異
常
が
な
い
の
に
不

調
が
長
引
く
場
合
は
、
う
つ
病
の
可

能
性
を
考
え
て
主
治
医
や
精
神
科
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

○
う
つ
病
の
人
へ
「
頑
張
れ
」「
し

っ
か
り
し
ろ
」
な
ど
の
励
ま
し
は
禁

物
で
す
。

○
う
つ
病
は
適
切
な
治
療
に
よ
り
回

復
し
ま
す
。
周
囲
は
あ
せ
ら
ず
、
ゆ

っ
く
り
休
養
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
精
神
科
医
に
よ
る
﹃
こ

こ
ろ
の
健
康
相
談
﹄
を
行
っ
て
い
ま

す
。
新
潟
県
で
は
、「
こ
こ
ろ
」
の

問
題
の
ほ
か
に
経
済
面
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
相
談
窓
口
が
あ
り
ま

す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
�
ト
検
索

：

心
の
セ

39

９
月
は
「
新
潟
県
自
殺
対
策
推
進
月
間
」

 

全
国
で
も
自
殺
率
の
高
い
新
潟
県

 

自
殺
の
原
因
�
動
機
は

 

自
殺
の
背
景
に
多
い
う
つ
病

 

対
応
の
ポ
イ
ン
ト

 

相
談
窓
口
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

ゆったり、
　ゆっくり…

ー
フ
テ
�
ネ
�
ト
相

談
窓
口
一
覧

　
一
人
で
悩
ま
ず
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
！

　トッキッキが８月25日㈪に行われた十日町おおま

つり民謡流しに参加しました。心配された空模様も何

とか持ちこたえ、民謡流しには市民約1,500人が参加。

トッキッキはミス十日町雪まつりや十日町雪まつりキ

ャラクター「ネージュ」とともに踊りの列に加わりま

した。沿道からたくさんの掛け声がかかるなどトッキ

ッキはどこに行っても大人気。子どもから若い人、お

年寄りなど沿道の皆さんが手を振り、トッキッキにカ

メラを向けていました。十日町に夏の終わりを告げる

おおまつり。近づく秋を感じながら来る冬に向けてト

ッキッキがトキめき新潟国体冬季大会スキー競技会の

開催を大いにＰＲしました。

　９月21日㈰〜 10月５日㈰に市街地で開催される

「きものの街のキルト展」に、トッキッキをモチーフ

にした作品が出品されます。「手作りショップ　ほっ

と」の皆さんの制作で、作品は本町５丁目の尾口保造

さん宅に展示されます。ぜひご覧ください。

　昨年開催では大勢の皆さんの参加で、大好評を博し

た「元気はつらつポールウォーキングin吉田」。今年

も10月11日㈯に吉田クロスカントリー競技場で行い

ます。

　詳細は市報９月25日号ま

たは、市実行委員会ホームペ

ージ（下記アドレス参照）を

ご覧ください。

〈アドレス〉

http://www.tokamachi-

sports.net/2009ski/

10月11日
㈯

佐藤　碧
　　　　ちゃん

さとう　みどりちゃん
平成16年７月２日生まれ
仁田

　友だちいっぱいのみどりちゃんは、保育園での出来事をおうち
でたくさんお話してくれます。おまつりで大好きなプリキュアの
綿あめを買ってもらって大満足なみどりちゃん。とっても仲のい
い弟のあおばちゃんと、おそろいのＴシャツで、はい ポーズ！

布施　克樹
　　　　ちゃん

ふせ　かつきちゃん
平成16年９月10日生まれ
黒倉

　にぎやかな５人姉弟のかつきちゃんは、３人のお姉ちゃん
の影響か、とってもおしゃべり好き。だれとでも元気いっぱ
いにお話をします。最近、パパの携帯電話でするゲームには
まっているかつきちゃんは、“魚つりのゲームが得意！”です。
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我が家のアイドル（４歳未満の幼児）募集中！　申込み・問合せは総務課広報広聴係☎757-3112（内線213）まで

スポーツ振興課国体準備室　☎７５２̶３１０３

１．毎日の生活に充実感がない

２．これまで楽しんでやれたこと

　　が、楽しめなくなった

３．以前は楽にできたことが、今

　　ではおっくうに感じられる

４．自分が役に立つ人間だとは思

　　えない

５．わけもなく

　　疲れたよう

　　に感じる

問合せ 健康支援課成人保健係
TEL757-9764（直通）

た
�
た
一
人
の
あ
な
た
で
す
�
た
�
た
一
人
の
命
で
す
�



サタデー市長室のお知らせサタデー市長室のお知らせ

　８月５日㈫から７日㈭まで、十日町市と原水爆禁止十日町市協議会
では原爆犠牲者への慰霊と平和を願い、市民代表として飯塚茂夫団長
ほか19人（うち吉田中生徒２人、下条中生徒４人、水沢中生徒４人、
松之山中生徒２人）を広島市へ派遣しました。派遣団は、原爆死没者
慰霊式・平和記念式に参列し、広島市や広島原爆病院、広島原爆養護
ホームに義援金などを届けたほか、秋葉忠利広島市長の講演や被爆者
の体験談を直接聞くことができ、参加者にとって貴重な体験となりま
した。また、８月８日㈮から10日㈰まで、長崎市にも３人を派遣し
ました。９月10日発行の協議会広報紙「十日町市原水協だより」に
参加者の感想文を掲載しましたのでご覧ください。

街
中
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク

　

今
年
３
月
に
発
足
し
た
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
「
ネ
ー
ジ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の

第
１
回
街
中
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
が
、
８
月
21
日

㈭
、
本
町
６
丁
目
の
キ
ナ
ー
レ
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
準
備
運
動
と
効
果
的
な
歩
き
方

の
説
明
を
受
け
た
後
、
約
75
人
の
参
加
者
は
商

店
街
の
中
心
に
設
定
さ
れ
た
５
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
と
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
出
発
し
ま
し
た
。
９
月
か
ら

は
第
２
・
４
土
曜
の
午
後
６
時
30
分
に
集
ま
り

継
続
し
て
実
施
し
、参
加
者
全
員
で
地
球
１
周
、

４
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
目
指
し
ま
す
。

若者パワーが爆発　チャリロック

　８月23日㈯、伊達南雲原の結いの里で第１回チャリロッ
クが開催されました。これはチャリロック実行委員会（宮沢
八州男会長）が春から計画、準備を進めてきたものです。チ
ャリロックの「チャリ」は地震の復興のお礼の意味を込めた
チャリティーの意味で、出演アーティストはジャンルを問わ
ず、翌日の朝までオールナイトで行われました。実行委員会
会長の宮沢さんは、「若い人たちからの提案を、地域をあげ
て後押しすることになりました。来年以降も続けて、雪まつ
りに匹敵するようなイベントにするのが目標です」と話して
いました。

慰霊と平和を願い、広島市・長崎市へ

　９月１日㈪、千手温泉・千年の湯の入館者が、平成13年11月にリ
ニューアルオープンして以来、営業日数2,449日目で150万人に達し
ました。150万人目の入館者となった平沢由弘さん（小千谷市・47歳）
は、「新しくなる前からこの温泉には来ていましたが、本当にびっく
りしました。ナカゴグリーンパークにゴルフに来たときや、そばを食
べに来たときに来ています」と喜んでいました。平沢さんと150万人
の前後の入館者には、千年の湯優待券や川西三

ざ ん

昧
ま い

（米、そば、酒）の
記念品が同温泉の山岸専務から贈られました。また、150万人達成の
日を予想するクイズも行われ、正解者の15人に千年の湯優待券が贈
られました。

入館者150万人達成　千年の湯

　

８
月
31
日
㈰
、
情
報
館
で
十
日
町
市
民
環
境

会
議
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。同
会
は
、

市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
協
働
の
も
と
に
、
市

環
境
基
本
計
画
に
あ
る
環
境
保
全
活
動
を
行
う

も
の
で
、
現
在
、
個
人
６
人
、
５
団
体
、
20
事

業
所
が
会
員
登
録
し
て
い
ま
す
。
会
員
は
、
会

費
を
負
担
し
て
環
境
保
全
や
温
暖
化
対
策
な
ど

４
部
会
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
こ

の
日
、
東
京
農
業
大
学
の
牛
久
保
明
邦
教
授
に

よ
り
「
食
の
循
環
を
め
ざ
せ
―
バ
イ
オ
マ
ス
利

活
用
に
よ
る
資
源
循
環
」
と
題
し
た
記
念
講
演

も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。（
講
演
内
容
は
、
後
日
紹
介
）

緑
豊
か
な
環
境
を
守
る
　
市
民
環
境
会
議
設
立

　市民と市長が直接対話する「サタデー市長室」を行
っています。10月からは各地域に出かけて実施する
日を設けます。参加を希望する場合は以下により申し
込んでください。

●実 施 日（会場）　

　10月11日（川西支所）　11月８日（松之山支所）

　11月22日（松代支所）　12月13日（中里支所）

　※次の実施日は本庁舎市長室で行います。

　　２月14日　２月28日　３月28日

●対 象 者　原則として市内に住所または勤務地・所在

地がある個人及び団体（10人以内）

●申込み方法　氏名、年齢、住所、電話番号、市長と話し

合いたい内容などを明記のうえ、FAX・e

メール・郵送など適宜の方法で事前に申し

込んでください。受付は先着順（開催日の

３日前締め切り）

●対話時間　午前９時から正午まで（１組１時間以内）

●出 席 者　市長／関係職員など

●そ の 他　市長公務の都合などにより、実施できない

場合があります。内容により、対談によら

ず電話対応や文書回答することがあります。

●申込み・問合せ　〈各支所開催：地域振興課行政・防災係〉

　◆川西支所 ☎768-4951　◆中里支所 ☎763-2511

　◆松代支所 ☎597-2220　◆松之山支所 ☎596-3131

　〈本庁開催〉◆総務課広報広聴係 ☎757-3112 ●問合せ　市民生活課環境政策室生活環境係　☎757-3740

秋の全国交通安全運動　９月21日㈰〜30日㈫
〜思いやる　気持ちで走る　秋の道〜
◎高齢者の交通事故防止
　　交通事故死亡者の６割近くが高齢者です。また、夕

暮れ時から夜間にかけて、自宅の近くで、道路横断中
に事故に遭うのが高齢者の交通事故の特徴です。見通
しの良い場所を左右の安全を十分確認して、車が通り

過ぎるのを待って横断しましょう。

◎すべての座席のシートベルトとチャイルドシート
の正しい着用の徹底

　　平成20年６月１日から全席シートベルト着用が義務
化されました。シートベルトの重要性を認識し、正し
い着用を習慣付けましょう。チャイルドシート使用は
親の愛です。大切な子どもの命を守りましょう。

◎夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事
故防止

　　歩行者は外出するときは目立つ服装で、反射材を活
用しましょう。秋は夕暮れが早くなります。運転者は
早めのライト点灯と、こまめな切り替えにより上向き
ライトを活用して、歩行者の早期発見に努めましょう。
自転車利用者は、夕暮れ前に前照灯を点灯し、反射器
材を自転車に取り付けましょう。

◎飲酒運転の根絶
　　飲酒運転は運転者はもちろん、お酒を提供した人、

車を提供した人も罪に問われます。「飲んだら乗らな
い乗るなら飲まない」を実践しましょう。

地域に
出かけます
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Re・Beワーク（再就職準備）

セミナー公開講座
あてま森の
　　フォーラム

　
公
民
館
の
青
年
学
級
で
勉
強
し
て

い
る
こ
と
を
小
学
生
に
楽
し
く
指
導

し
ま
す
。
●
日
時
＝
９
月
27
日
㈯
午

前
９
時
〜
11
時
30
分
●
会
場
＝
中
央

公
民
館
●
内
容
＝
①
パ
ソ
コ
ン
②
ミ

ニ
ド
ラ
マ
③
や
き
も
の
（
①
〜
③
か

ら
１
つ
選
択
）
●
対
象
＝
①
小
学
４

年
生
以
上
②
③
小
学
３
年
生
以
上
●

参
加
費
＝
①
５
０
０
円
②
１
０
０

円
③
３
０
０
円
●
定
員
＝
①
②
10
人

③
30
人
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
９
月

24
日
㈬
ま
で
に
中
央
公
民
館
（
☎

７
５
７

−

５
０
１
１
）

　
O
B
も
大
歓
迎
。
●
日
時
＝
９
月

20
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午
●
会
場
＝

市
民
体
育
館
●
参
加
費
＝
無
料
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
中
央
公
民
館
（
☎

７
５
７

−

５
０
１
１
）

　
妻
有
郷
か
ら
三
国
峠
越
え
の
街
道

を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
イ
モ
掘

り
、
ざ
る
そ
ば
、
山
賊
汁
付
き
。
●

日
時
＝
10
月
12
日
㈰
午
前
９
時
出

発
（
受
付
８
時
30
分
〜
）
※
小
雨
決

行
●
コ
ー
ス
＝
市
役
所
前
〜
六
箇

〜
栃
窪
峠
（
約
18
㎞
）
※
帰
り
は

バ
ス
●
参
加
費
＝
大
人
１
、
８
０
０

円
、
中
学
生
以
下
１
、
０
０
０
円
※

当
日
徴
収
●
定
員
＝
２
０
０
人
●
申

込
み
＝
10
月
５
日
㈰
ま
で
に
総
合

体
育
館
（
☎
７
５
２

−

４
３
７
７
）

ま
た
は
川
治
公
民
館
（
☎
７
５
２

−

２
２
２
３
）、
六
箇
公
民
館
（
☎

７
５
２

−

５
４
３
４
）
●
問
合
せ
＝

六
箇
体
育
協
会
・
福
崎
（
☎
７
５
７

−

８
７
１
９
）

●
日
時
＝
〜
10
月
上
旬
午
前
８
時
〜

午
後
４
時
●
会
場
＝
黒
沢
観
光
栗
園

（
伊
達
）
●
入
場
料
＝
大
人
３
０
０

円
、
小
人
１
０
０
円
※
拾
っ
た
栗
は

１
㎏
６
０
０
円
で
持
ち
帰
り
可
）
●

問
合
せ
＝
黒
沢
観
光
栗
園
管
理
者
・

宮
沢
（
☎
７
５
８

−

２
５
６
５
）
ま

た
は
マ
ロ
ン
ハ
ウ
ス
（
☎
７
５
２

−

２
８
２
４
）

●
日
時
＝
９
月
18
日
㈭
〜
26
日
㈮
午

前
９
時
〜
午
後
７
時
（
日
曜
は
５

時
・
最
終
日
は
正
午
ま
で
）
※
月
曜

日
休
館
●
会
場
＝
情
報
館
●
入
場
料

＝
無
料
●
問
合
せ
＝
原
（
☎
７
５
７

―
３
０
３
７
）

　
日
常
の
瞬
間
を
表
現
し
た
作
品
約

60
点
を
展
示
。
●
日
時
＝
９
月
27
日

㈯
〜
10
月
11
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後

７
時
（
日
曜
・
最
終
日
は
５
時
ま
で
）

※
月
曜
日
休
館
●
会
場
＝
情
報
館
●

入
場
料
＝
無
料
●
問
合
せ
＝
情
報
館

（
☎
７
５
０
―
５
１
０
０
）

　
１
０
０
人
の
ク
ラ
フ
ト
作
家
が
集

結
し
ま
す
。
●
日
時
＝
９
月
20
日
㈯

〜
21
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
21
日
は
４
時
ま
で
）
●
会
場
＝

ニ
ュ
ー
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
（
津
南

町
）
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合
せ
＝

モ
リ
ク
ラ
フ
ト
・
山
田
（
☎
０
２
５

−

７
６
５
―
４
９
３
４
）

　
藤
巻
秀
正
氏
を
は
じ
め
と
す
る
二

科
会
新
潟
所
属
の
彫
刻
家
５
人
に
よ

る
展
覧
会
で
す
。「
刀
工
　
十
一
代

５
０
０
円
※
着
物
一
式
持
参
（
有
料

貸
し
出
し
あ
り
）
●
定
員
＝
10
人

（
当
日
受
付
可
）
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
☎
７
５
２

−

０
１
１
７
） 

　
内
臓
脂
肪
を
減
ら
し
、
生
活
習
慣

病
を
予
防
す
る
た
め
の
教
室
で
す
。

●
日
時
＝
９
月
18
日
㈭
〜
10
月
30

日
㈭
の
毎
週
木
曜
日
・
11
月
11
日

㈫
・
25
日
㈫
・
12
月
２
日
㈫
午
後
７

時
30
分
〜
９
時
15
分
（
全
10
回
）
●

会
場
＝
明
石
の
湯
●
受
講
料
＝
全
10

回
コ
ー
ス
１
５
、
０
０
０
円
（
教
材

費
・
入
館
料
込
み
）
●
対
象
＝
成
人

男
女
●
定
員
＝
先
着
18
人
●
講
師
＝

関
口
陽
子
さ
ん
（
エ
リ
ア
D
O
）
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
☎

７
５
２

−
０
１
１
７
）

　

　
郡
市
内
の
小
・
中
学
生
に
よ
る
、

発
明
工
夫
作
品
・
模
型
作
品
・
動
植

物
な
ど
の
標
本
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
●
日
時
＝
９
月
20
日
㈯
〜
22
日

㈪
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
最

終
日
は
正
午
ま
で
）
●
会
場
＝
ク
ロ

ス
10
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合
せ
＝

理
科
教
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
２

−

４
６
３
２
） 

　
愛
好
家
に
よ
る
石
の
展
覧
会
で

す
。
●
日
時
＝
９
月
14
日
㈰
〜
15

日
（
敬
老
の
日
）
午
前
10
時
〜
午
後

６
時
（
15
日
は
５
時
ま
で
）
●
会
場

＝
キ
ナ
ー
レ
●
入
場
料
＝
無
料
●
問

合
せ
＝
十
日
町
愛
石
会
・
大
海
（
☎

７
５
７

−

３
８
６
６
）

　
基
本
か
ら
商
工
会
議
所
簿
記
検

定
３
級
程
度
の
実
力
を
養
成
し
ま

す
。
●
日
時
＝
９
月
24
日
㈬
〜
11
月

12
日
㈬
午
後
７
時
〜
９
時
（
全
20

回
）
●
会
場
＝
十
日
町
商
工
会
議
所

●
受
講
料
＝
８
、
２
０
０
円
※
会
議

所
会
員
７
、
２
０
０
円
●
定
員
＝
先

着
30
人
●
講
師
＝
樋
口
紘
一
氏
（
川

西
高
校
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
サ
ポ
ー
タ

ー
）
●
そ
の
ほ
か
＝
受
講
後
に
修
了

証
授
与
、
日
商
簿
記
検
定
試
験
は
11

月
16
日
㈰
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
９

月
18
日
㈭
ま
で
に
、
申
込
書
（
問
合

せ
先
に
配
置
）
に
受
講
料
を
添
え
て

十
日
町
商
工
会
議
所
（
☎
７
５
７

−

５
１
１
１
）

●
日
時
＝
10
月
５
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
（
開
場
１
時
）
●
会
場
＝
十
日

町
商
工
会
議
所
●
入
場
料
＝
無
料
●

演
奏
曲
目
＝
「
白
雲
の
城
」「
千
曲
川
」

ほ
か
●
問
合
せ
＝
柳
（
☎
７
５
７

−

２
８
２
６
）

●
日
時
＝
９
月
21
日
㈰
午
前
11
時

〜
11
時
50
分
●
会
場
＝
川
治
公
民

館
●
入
場
料
＝
無
料
●
定
員
＝
先
着

１
２
０
人
●
問
合
せ
＝
加
賀
書
院

（
☎
７
５
２

−

２
１
１
４
）

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

【
10
月
１
日
付
け
採
用
】

●
募
集
職
種
・
人
数
＝
一
般
業
務

（
臨
時
職
員
）
１
人
●
受
験
資
格
＝

要
普
通
自
動
車
免
許
、
パ
ソ
コ
ン
操

作
が
出
来
る
人
優
遇

【
21
年
４
月
１
日
付
け
採
用
】

●
募
集
職
種
・
人
数
＝
①
一
般
業

務
（
正
職
員
）
２
人
②
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
担
当
業
務
（
嘱
託
職

員
）
１
人
③
訪
問
入
浴
介
護
事
業
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
（
嘱
託
職
員
）
１
人
●

受
験
資
格
＝
①
４
年
制
大
学
卒
業
後

締
役
）
●
問
合
せ
＝
南
魚
沼
地
域
振

興
局
健
康
福
祉
環
境
部
地
域
保
健
課

（
☎
０
２
５
―
７
７
２
―
８
１
３
７
） 

　
自
然
や
本
に
親
し
む
親
子
向
け
の

講
演
会
で
す
。
●
日
時
＝
９
月
19
日

㈮
午
後
３
時
30
分
〜
４
時
45
分
●

会
場
＝
川
治
小
学
校
●
入
場
料
＝

無
料
●
講
師
＝
松
岡
達
英
さ
ん
（
自

然
絵
本
作
家
）
●
問
合
せ
＝
川
治

小
P
T
A
会
長
・
柳
（
☎
０
８
０

−

５
４
６
２

−

３
１
１
２
）
、
川

治
小
学
校
・
三
浦
（
☎
７
５
２

−

２
３
７
１
） 

●
日
時
＝
９
・
10
月
の
毎
週
木
曜

日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
●

会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
●
参
加
費
＝
１
回

会
津
兼
定
展
」
も
同
時
開
催
中
。
●

日
時
＝
〜
９
月
28
日
㈰
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
30

分
ま
で
）
●
会
場
＝
星
と
森
の
詩
美

術
館
●
休
館
日
＝
16
日
㈫
・
24
日
㈬

●
入
場
料
＝
一
般
５
０
０
円
、
小
・

中
学
生
２
０
０
円
●
問
合
せ
＝
星

と
森
の
詩
美
術
館
（
☎
７
５
２

−

７
２
０
２
） 

　
借
金
・
倒
産
・
経
済
苦
に
負
け
な

い
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
伝
え
ま
す
。
●

日
時
＝
９
月
24
日
㈬
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
15
分
●
会
場
＝
南
魚
沼

地
域
振
興
局
（
南
魚
沼
市
）
●
入
場

料
＝
無
料
●
講
師
＝
吉
田
猫
次
郎
さ

ん
（
㈱
N
E
K
O
―
K
E
N
代
表
取

郡
市
児
童
生
徒
発
明
工
夫

模
型
展
・
生
物
標
本
展

キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館

き
も
の
着
付
け
教
室

第
１
回
十
日
町
愛
石
会

水
石
展

青
級
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

越
後
妻
有
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア

講
演
会
「
自
然
は
ぼ
く
の

ア
ト
リ
エ
」

黒
沢
観
光
栗
園
オ
ー
プ
ン

妻
有
街
道
歩
け
歩
け
大
会

彫
刻
５
人
展

第
４
回

キ
ナ
ー
レ
「
や
せ
る
教
室
」

な
か
よ
し
ラ
ン
ド

20
周
年
大
運
動
会

ひ
ま
わ
り
会
絵
画
展

講
演
会
「
大
切
な
い
の
ち

を
守
る
た
め
に
」

写
真
展

「
日
常
を
撮
る
」
４
人
展

夜
間
簿
記
講
習
会

十
日
町
お
や
こ
劇
場

お
は
な
し
の
森
〜
こ
こ
ろ
座

市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
募
集

　秋のブナ林の中、親子で自然
観察やバームクーヘンづくり、
オカリナ演奏を楽しみましょう。

日　時

　９月23日（秋分の日）

　午後１時〜４時

会　場

　ベルナティオ「ふれあい広場」

※雨天時：フォーラムセンター

参加費　無料

内　容

　・森のおはなし

　・森であそぼう（自然観察）

　・オカリナ演奏

　・バームクーヘンづくり

申込み・問合せ

　９月19日㈮までに

　観光交流課　☎757-3100

Re・Beワーク（再就職準備）

セミナー公開講座
●日　時：10月15日㈬〜16日㈭　

　　　　　　午前10時〜午後０時30分

●会　場：十日町情報館

●受講料：無料　●定　員：先着20人

●内　容：

◇15日　『再就職だからトライ！できること』

　　　　〜育児や介護の経験も

　　　　　あなたのライフに活かすために〜

　講師：堀内一恵氏（キャリアコンサルタント）

◇16日　『再就職希望者に望むこと』

　講師：市内事業所総務担当者ほか

●申込み・問合せ：産業振興課　☎757-3139

※希望者は専門のコンサルタントによる個人面

談が受けられます。（予約優先）

※生後６か月〜就学前までの幼児の無料託児を

します。（先着10人、予約が必要）

　糖尿病・高血圧・脂質異常症など
生活習慣病が気になる人は参加して
みませんか。

◆特別講演
「笑って得する！糖尿病とメタボ予
防講座」
〜テレビ・雑誌では聞けない糖尿病
　　　　とメタボの予防法とは？〜

坂根直樹氏（国立病院機構京都医
療センター予防医学研究室室長）

●日時＝９月28日㈰
　　　　正午〜午後４時30分
●会場＝クロス10
●入場料＝無料
※展示・相談コーナーや健康劇場な

どもあります。
●問合せ＝十日町地域振興局健康福 

　　　　祉部　☎757-2401

糖尿病予防ワークショップ

「スモールチェンジ」
 〜気づいたときが変えるチャンス！
　　  小さな習慣からはじめよう〜

平成20年度　秋季消防演習
（地区及び方面隊日程表）

地区名（分団名） 日　時 場　所

十
日
町
方
面
隊

《十日町地区》
本部分団
第１・２・３・
４・８分団

10月26日㈰
午後１時〜

六箇小学校

《中条地区》
第５・６・７
分団

10月19日㈰
午後１時〜

飛渡
運動公園

《吉田地区》
第９・10分団

10月12日㈰
午後１時〜

鐙島小学校

《下条地区》
第11分団

10月５日㈰
午後１時30分〜

下条小学校

《水沢地区》
第12・13・
14分団

９月14日㈰
午前８時〜

水沢小学校

川西方面隊
10月12日㈰
午後１時〜

川西中学校

中里方面隊
９月21日㈰
午前８時〜

中里中学校

問合せ　十日町地域消防本部　☎ 757-0119

中
之
島
流
十
日
町
大
正
琴
愛
好
会

第
16
回
お
さ
ら
い
会

16市報とおかまち『だんだん』平成20年9月10日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち『だんだん』平成20年9月10日号17

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



(高) (笛)

▼
来
年
の
第
4
回
大
地
の
芸
術
祭
に
弾
み

を
つ
け
る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
大
地
の
祭

り
も
終
わ
り
、
少
し
ず
つ
秋
ら
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
期
間
中
、
取
材
で
大
地
の

祭
り
を
何
か
所
か
巡
り
ま
し
た
。
ど
こ
に

行
っ
て
も
地
元
の
人
と
首
都
圏
か
ら
来
た

と
思
わ
れ
る
来
訪
者
の
ふ
れ
あ
い
が
見
ら

れ
、
市
内
ど
こ
に
で
も
あ
り
ふ
れ
て
い
る

里
山
が
ウ
リ
（
売
り
）
に
な
る
と
い
う
こ

と
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

▼
取
材
先
で
は
い
ろ
ん
な
人
に
話
を
伺
い

ま
す
。
そ
の
場
で
顔
写
真
を
撮
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
後
で
紙
面
を
作
っ
て

い
る
と
、
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
ど
う
し
て

も
載
せ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
せ

っ
か
く
時
間
を
割
い
て
協
力
い
た
だ
い
た

の
に
と
思
う
と
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。

見
ご
た
え
の
あ
る
紙
面

を
作
る
た
め
、
努
力
す

る
毎
日
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

▼
夏
休
み
が
終
わ
り
ま
し
た
。
今
年
の
夏

は
、
特
に
お
盆
以
降
は
雨
の
日
が
多
く
、

い
ろ
い
ろ
な
予
定
が
狂
っ
て
し
ま
っ
た
人

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（高）
も

趣
味
の
バ
イ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
て

き
ま
し
た
が
、
１
日
目
は
す
っ
か
り
雨
に

降
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
２

日
目
の
午
後
は
何
と
か
晴
れ
間
も
出
て
楽

し
ん
で
き
ま
し
た
。

▼
ツ
ー
リ
ン
グ
の
途
中
、
会
津
若
松
の
食

堂
に
入
り
ま
し
た
。
会
津
の
カ
ツ
丼
は
卵

と
じ
で
は
な
く
て
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
が
多
い

の
で
す
が
、
そ
の
食
堂
の
カ
ツ
の
量
に
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
今
回
は
注
文
を
し
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
ん
ど
挑
戦
し
て
み

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
夏
休
み
に
い

っ
ぱ
い
思
い
出
を
作
っ

た
で
し
ょ
う
か
。

５
５
６
６
）
　
　

●
日
時
＝
９
月
28
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
●
会
場
＝
サ
ン
ク
ロ
ス
十

日
町
●
問
合
せ
＝
大
島
（
☎
７
５
２

−

７
３
１
４
）

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
●
日
時
＝
９
月
28
日
㈰
正
午
〜

午
後
４
時
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
問

合
せ
＝
十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福

祉
部
（
☎
７
５
７

−

２
４
０
１
）

　
交
通
事
故
・
金
銭
・
土
地
建
物
・

家
庭
内
・
相
続
な
ど
の
問
題
で
困
っ

て
る
人
は
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
●
日
時
＝
10
月
７
日
㈫
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
（
受
付
２
時
30
分

ま
で
）
●
会
場
＝
中
央
公
民
館
●
問

合
せ
＝
十
日
町
簡
易
裁
判
所
（
☎

７
５
２

−

２
０
８
６
）

　
市
で
は
現
在
、
秋
の
農
作
業
安
全

運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
収
穫
・

乾
燥
調
製
な
ど
の
秋
の
農
繁
期
に
あ

わ
せ
、
農
作
業
の
安
全
意
識
高
揚
や

農
業
機
械
の
安
全
操
作
徹
底
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
近
年
、
特
に
高
齢

者
に
よ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
か
ら
の

転
落
事
故
が
目
立
ち
ま
す
。
高
齢
農

業
者
へ
の
周
囲
か
ら
の
声
か
け
や
ト

ラ
ク
タ
ー
へ
の
安
全
フ
レ
ー
ム
・
農

業
機
械
へ
の
低
速
車
マ
ー
ク
装
着
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。
●
問
合
せ
＝
農
林
課
農
業
企

画
係
（
内
線
２
４
５
）

　
不
要
に
な
っ
た
テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ

ン
管
式
）・
冷
蔵
（
凍
）
庫
・
エ
ア
コ
ン
・

洗
濯
機
の
家
電
４
品
目
及
び
パ
ソ
コ

ン
は
、
資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
た

め
、
法
律
で
リ
サ
イ
ク
ル
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分
で
分
解
し
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
あ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
部
品
の
一
部

で
も
収
集
は
で
き
ま
せ
ん
。
製
品
の

処
分
は
、
必
ず
取
扱
店
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝
環
境
衛
生

課
（
☎
７
５
２

−

３
９
２
４
）

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
●
日
時
＝
９
月
22
日
㈪
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
●
問
合

せ
＝
市
民
生
活
課
市
民
係
（
内
線

１
５
３
）

　
伊
友
子
ど
も
み
こ
し
会
で
は
、
自

治
宝
く
じ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
の
助
成
を
受
け
て
、
新
た
に
子
ど

も
み
こ
し
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の

み
こ
し
を
活
用
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
更
な
る
活
性
化
を
目
指
し

ま
す
。
●
問
合
せ
＝
川
西
支
所
地
域

振
興
課
自
治
振
興
係
（
☎
７
６
８

−

４
９
５
１
）

お
お
む
ね
８
年
以
内
の
人
（
見
込
み

含
む
）
②
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
の

資
格
を
有
す
る
人
③
訪
問
介
護
員
２

級
の
資
格
を
有
す
る
人
※
い
ず
れ
の

場
合
も
要
普
通
自
動
車
免
許
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
市
社
会
福
祉
協

議
会
本
所
庶
務
係
（
☎
７
５
０

−

５
０
１
０
）

●
日
時
＝
９
月
30
日
㈫
午
前
７
時
〜

８
時
●
集
合
場
所
＝
十
日
町
交
通
セ

ン
タ
ー
●
定
員
＝
先
着
５
人
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
９
月
19
日
㈮
ま
で
に

十
日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
樋
口

（
十
日
町
商
工
会
議
所
内
☎
７
５
７

−

５
１
１
１
） 

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
●
種
類
＝
①
防
衛
大
学
②
防

衛
医
科
大
学
③
看
護
学
生
●
応
募
資

格
＝
21
年
４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上

21
歳
未
満
の
人
で
、
高
校
卒
業
（
見

込
み
含
む
）
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

卒
業
者
●
受
付
期
間
＝
〜
９
月
30
日

㈫
●
試
験
日
＝
①
11
月
15
日
㈯
②
11

月
１
日
㈯
③
10
月
25
日
㈯
●
問
合
せ

＝
自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力
本
部
長

岡
出
張
所
（
☎
０
２
５
８

−

33

−

０
２
５
６
）

●
日
時
＝
9
月
28
日
㈰
午
前
8
時
30

分
～
午
後
3
時
●
集
合
場
所
＝
ニ
ュ

ー
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
第
2
駐
車
場

●
持
ち
物
＝
昼
食
、
飲
み
物
、
軍

手
、
雨
具
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
作
業

可
能
な
道
具
●
参
加
費
＝
無
料
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
ふ
る
さ
と
清
津
川

を
守
る
会
・
藤
ノ
木(

☎
７
６
３

−

３
７
６
１)

　
ヨ
ガ
と
ピ
ラ
テ
ス
を
組
み
合
わ
せ

た
運
動
で
す
。
●
日
時
＝
①
10
月
３

日
㈮
午
後
７
時
15
分
〜
８
時
30
分
②

10
月
４
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

45
分
●
会
場
＝
市
総
合
体
育
館
●
対

象
＝
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
不

可
）
●
参
加
費
＝
無
料
（
施
設
使
用

料
２
０
０
円
が
別
途
必
要
）
●
定
員

＝
各
回
先
着
50
人
●
持
ち
物
＝
マ
ッ

ト
ま
た
は
大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
市
総
合
体
育
館

（
☎
７
５
２

−

４
３
７
７
）

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
潟
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
B
B
が
埼
玉
ブ
ロ
ン
コ
ス

を
迎
え
て
プ
レ
シ
ー
ズ
ン
ゲ
ー
ム

を
行
い
ま
す
。
●
日
時
＝
９
月
28

日
㈰
午
後
２
時
〜
●
会
場
＝
市
総
合

体
育
館
●
入
場
料
＝
高
校
生
以
上

２
、
０
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
、

０
０
０
円
※
当
日
各
５
０
０
円
増
し

●
入
場
券
取
扱
い
＝
市
総
合
体
育

館
、
市
内
ス
ポ
ー
ツ
店
ほ
か
●
エ
キ

シ
ビ
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
＝
午
前
９
時
10

分
か
ら
市
内
小
・
中
学
生
に
よ
り
実

施
●
問
合
せ
＝
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
協
会
事
務
局
・
藤
巻
（
川
西

支
所
農
林
建
設
課
内
☎
７
６
８

−

４
９
６
１
）

　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
●
期
間
＝
９

月
１
日
㈪
〜
30
日
㈫
●
会
場
＝
十

日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

●
受
講
料
＝
５
、
４
３
５
円
（
期
間

内
で
４
回
受
講
可
）
※
バ
ス
利
用
者

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
体
力
づ
く

り
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
８

−

３
３
４
３
） 

　
南
魚
沼
児
童
相
談
所
と
知
的
障
害

者
更
生
相
談
所
に
よ
る
、
発
達
の
遅

れ
・
療
育
手
帳
の
判
定
・
不
登
校
・

性
格
行
動
上
の
問
題
な
ど
、
児
童
や

18
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
に
関
す
る

巡
回
相
談
で
す
。
●
日
時
＝
10
月
６

日
㈪
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
●
会
場

＝
中
里
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
●

相
談
員
＝
児
童
福
祉
司
、
心
理
判

定
員
、
子
育
て
支
援
相
談
員
な
ど
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
９
月
19
日
㈮
ま

で
に
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
（
内
線

１
３
５
）

【
乳
が
ん
検
診
の
事
後
検
診
に
は
予

約
が
必
要
で
す
】　

　
市
の
乳
が
ん
検
診
で
２
次
検
診
を

す
す
め
ら
れ
、
十
日
町
病
院
で
の
受

診
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。
●
予
約
・
問

合
せ
＝
十
日
町
病
院
外
科
外
来
（
☎

７
５
７

−

５
５
６
６
）

【
母
乳
育
児
相
談
室
】

　
助
産
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。
●
日
時
＝
毎

週
木
曜
日
午
後
２
時
〜
※
病
院
が

休
み
の
日
を
除
く
●
会
場
＝
十
日

町
病
院
●
料
金
＝
１
回
２
、
０
０
０

円
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
病

院
産
婦
人
科
外
来
（
☎
７
５
７

−

巡
回
相
談

無
料
調
停
相
談
会

秋
の
農
作
業
安
全
運
動

不
要
に
な
っ
た
家
電
製
品
・

パ
ソ
コ
ン
は
リ
サ
イ
ク
ル
を

更
新
作
業
の
た
め
電
子
証
明

書
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん

十
日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

交
通
街
頭
指
導

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

自
衛
官
学
生
募
集

十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

９
月
の
体
験
教
室

マ
ッ
ト
サ
イ
エ
ン
ス
体
験
講
座

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
B
B

プ
レ
シ
ー
ズ
ン
ゲ
ー
ム

十
日
町
大
会

県
立
十
日
町
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

小
松
原
水
づ
く
り
の
森
植
林

作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

指定金融機関変更
のお知らせ

　10月１日㈬から、市の指

定金融機関は第四銀行から

北越銀行に変わります。

●問合せ＝会計課出納係

　　　　　　　（内線102）

第５回きものの街のキルト展
　５回目を迎えるキルト展が今年も開
催されます。キルトで飾られた街並み
をゆっくり鑑賞してみませんか。
■期日：９月21日㈰〜10月５日㈰
　　　　※特設展は10月19日㈰まで
◆キルトサークル作品展示
　（約100か所）
　◎会　場：中心市街地商店街（本町

　通り、駅通り、コモ通りほか）　
　◎入場料：無料
◆キルトコンテスト作品展示
　◎和部門：キナーレ
　◎フリー部門：エビスヤスポーツ
　　（本町３）、本町分庁舎
　◎入場料：無料
◆特設展：原田泰治の世界をキルトで
遊ぶ作品展

　◎会　場：キナーレきもの歴史館
　◎入場料：大人500円、中学生100

　円、小学生以下無料
■問合せ：
　「きものの街のキルト展」
　実行委員会事務局
　（十日町市観光協会内☎757-3345）

公　　　告

　平成20年４月２日に市内三領地内の

信濃川左岸で白骨死体が発見されまし

た。火葬のうえ仮埋葬してありますので、

心あたりのある人は福祉課に申し出てく

ださい。

　平成20年8月28日

　　　　　　　　十日町市長　田口直人

記

１住所不明の人　女性、推定年齢60歳以上

２身　　　長　150〜160 cmくらい

３身体的特徴　左大腿骨と左脛骨の間に

　　　　　　　人口靱帯の手術こん有り

　　　　　　　人相、体格などは不祥

４着　　　衣　なし

５所　持　品　なし

「森の学校」キョロロ
９月の里山体験プログラム

小学３年生以下は保護者の同伴が必要です。

日　時 テーマ

14日㈰
午後１時30分〜３時

森と田んぼの
生き物探検

15日（敬老の日）
午後１時30分〜３時

ゲンゴロウ探検

20日㈯
午後１時30分〜４時30分

花カレンダー
調査

21日㈰
午後１時30分〜３時

トンボとヤゴ
探検

23日（秋分の日）
午後１時30分〜３時

キノコ探検

27日㈯
午前５時30分〜８時30分

探鳥会

28日㈰
午後１時30分〜３時

ゲンゴロウ探検

●参加費　大人500円、小・中・高生
　300円（一部無料プログラムあり）
●集合場所・問合せ
　キョロロ　☎595-8311

寄付ありがとう
８月25日届出分まで（敬称略)

●とおかまち応援寄附金へ＝

星名秀樹（埼玉県上尾市）

小林亮一（埼玉県さいたま

市）三輪義信

㈳
新
潟
県
鍼
灸
師
会

鍼
灸
無
料
相
談
・
治
療
会

18市報とおかまち『だんだん』平成20年9月10日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち『だんだん』平成20年9月10日号19

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



焼き物

関口大
ひろ

輝
き

さん（１年） 田村優
ゆう

奈
な

さん（２年）

水落あずささん（４年）

　動物園に行くお話の絵です。トラやキリン、ダチョウ、ライオンを見ているところです。人を描くのは大変だったけど、太陽がうまく描けたと思います。

　海水よくで、友だちと水をかけ合っ

て遊んでいるところを張り絵で作りま

した。ラッコさんといっしょに遊んで

いるところがうまくできました。

　図工のとき、手本を見て作りたいと
思いました。クマさんが風で動くのが
おもしろいです。紙皿の外側にビーズ
をつけたらきれいになりました。

ど
う
ぶ
つ
え
ん
に
い
く

　
　

海
水
よ
く

風
で
動
く
く
ま
さ
ん

水
落
奈な

美み

さ
ん（
６
年
）

　

ク
ラ
ブ
活
動
で
ろ
く
ろ
を
使
っ

て
茶
わ
ん
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
粘
土
の
茶
わ
ん
を
立
体
感

が
出
る
よ
う
に
描
く
と
こ
ろ
が
難

し
か
っ
た
で
す
。

風で動く星

水
落
裕ゆ

佳か

さ
ん（
3
年
）

　

紙
皿
や
紙
コ
ッ
プ
、
ス
ト
ロ
ー
、
く

し
を
使
っ
て
、
星
が
回
る
と
こ
ろ
を
作

り
ま
し
た
。
気
に
入
っ
て
い
る
の
は
、

一
番
上
の
星
を
う
ま
く
張
り
合
わ
せ
て

作
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

水
落
龍
り
�
う

馬ま

さ
ん（
５
年
）

　

夜
、
友
だ
ち
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

ク
ワ
ガ
タ
を
と
り
に
、
神
社
へ
行
き

ま
し
た
。
電
灯
に
集
ま
る
虫
を
表
現

す
る
の
に
、
絵
の
具
を
つ
け
た
筆
を

弾
い
て
工
夫
し
て
描
き
ま
し
た
。

見つけたぞ！くわが
た！

20市報とおかまち『だんだん』平成20年9月10日号

■ 人　口  61,536人（－38） 男  30,117人（－19）  女  31,419人（－19）
■ 世帯数  19,980世帯（－13） ８月末現在（　）は前月からの増減市民の動き
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